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６月23日～25日の「平和行動in沖縄」に引き続

き、７月25日（土）長崎市城山町の長崎電気ビル

１階大ホールに構成組織組合員・家族90名が参加

し、「万灯作成」を行い、「2009連合長崎平和行動」

が本格的にスタートしました。

今回は、「長崎の証言の会」代表委員の廣瀬方人

さんから被爆体験をお聞きする連合長崎青年委員会

主催の学習会を開催し、組合員・ご家族の方も１時

間、熱心に聞き入っていました。

学習会終了後、早速、「木枠の作成」、「木枠組み

立て」、「紙貼り」、「台座取り付け」の４行程にわか

れ万灯作成にかかりました。

最初はぎこちなかった作業も時間が経つにつれス

ピードアップ、お子さんと声かけ合って日曜大工や、

貼り絵を楽しむ風景になり、全員和気あいあいと楽

しみながら600個の万灯を作成しました。

作成した万灯は、８月９日（日）19：00～原爆殉

難者慰霊奉賛会、城山連合自治会、市民団体と平和

の願いを込めて、浦上川に流します。

今後、広島・長崎（8/1平和の泉清掃、8/3平和

キャラバン出発式、8/7核兵器廃絶2009平和ナガ

サキ大会、8/8ピースウォーク、8/9万灯流し）と

続く、連合長崎の平和行動に構成組織・組合員の皆

様の積極的な参加をお願いします。

「核兵器廃絶」を被爆地、長崎・広島から世界に

向けて、声高らかに発信していきましょう。

作成当日は、大雨のための復旧に電力総連関係労組

の方々が慌しく業務をなさっているところに、会場を

ご提供いただき大変ご迷惑をおかけいたしました。

謹んでご協力に感謝申し上げます。

「核兵器廃絶」を被爆地・長崎から発信しよう！

2009連合長崎平和行動本格的スタート！2009連合長崎平和行動本格的スタート！2009連合長崎平和行動本格的スタート！
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連合長崎第10回執行委員会が、７月16日（木）

勤労福祉会館で行われた。

小石会長は、「衆院選の日程が決定した。自民党

にとっては追い込まれ解散であり、有権者は変化

（チェンジ）、変革を求めている。都議選を含む地方

選挙では勝利している。いよいよ本丸攻めの40日、

勝利しなければならない。しかし、振り子現象がや

ってこないとは限らない。根拠なき楽観論にまどわ

されず、組織の限界を追及しよう。歴史に残る闘い

に構成組織はしっかり引き締めて団結していこう。」

と冒頭に組織の結束を呼びかけた。

【報告事項】

１．活動経過報告

２．組織対策関係報告

１）連合長崎青年・女性委員会合同幹事会

h連合平和活動についての確認

２）連合長崎第２回地協代表者会議

h09春闘・連合長崎前半年の取組み、地協活

動報告、当面する取り組みについて

３）連合長崎女性委員会「学習会」

h「わたしの生き方」と題しての福田えりこ講

師の講演

４）連合長崎構成組織代表者・執行委員合同会議

h当面する取組みおよびNPT再検討会議に向け

ての1000万人署名活動について

５）長退連第８回幹事会

h当面する取り組みについて

６）長退連第２回・第３回10周年史編集会議

h編集会議

３．労働対策関係報告

１）「確かめよう!私の労働・社会保険」全国一

斉相談ダイアル

hパートの有給休暇、労働強化など

２）「確かめよう!私の労働・社会保険」ならびに

「今こそ政策と政治の転換を」街頭行動

h７月１日（水）18：00～執行委員・地協幹事

20名参加、チラシ・ティッシュ配布

３）人事院九州事務局長交渉

h2009人事院勧告に関わる要求書提出

４．最賃対策関係報告

１）平成21年度第１回長崎地方最低賃金審議会

h長崎県最低賃金の改正諮問、専門部会の設置、

審議日程について

５．国民運動対策関係報告

１）平成21年度北方領土返還要求長崎県民会議

総会

hH20年度事業・決算報告及びH21年度事業計

画・予算について

２）第20回ながさき平和大集会

h特別報告、高校生平和大使の決意表明

３）就職差別撤廃に向けた要請書の提出及び回答

h６月18日に長崎県・労働局に要請書提出、

７月13日労働局回答、７月29日長崎県回答

予定。就職差別防止の取組みを強化していき

たいとの回答。

４）平和行動IN沖縄

h連合長崎代表団23名参加

５）部落解放共闘2009人権フィールドワーク

hキリシタン迫害・部落差別現地研修14名参加

６．政策制度対策関係報告

１）連合長崎第３回政策委員会

h2010年政策制度要求の論議開始、公契約条

例制定推進委員会の設置

７．政治活動対策関係報告

１）北松浦郡佐々町長・町議選結果

h推薦候補２名当選

20092009年度連合長崎第10回執行委員会報告年度連合長崎第10回執行委員会報告2009年度連合長崎第10回執行委員会報告
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h町長：古庄剛氏・町議：川副善敬氏

８．連合九州ブロック関係報告

１）第２回連合九州ブロック代表者会議

h連合本部と九州ブロックとの意見交換

２）第４回九州ブロック幹事会

h九州ブロックでの当面の取組み確認

３）第１回連合九州ブロックユースラリー

h福岡県なかがわキャンプ村での研修13名参加

９．事業団体活動報告

１）九州労働金庫第８回通常総会

h事業報告・事業計画・役員補充・店舗の統廃

合について

２）2009年度第１回長崎県労福協幹事会

h今後の活動計画について

10．各種審議会関係報告

１）平成21年度第１回雇用・能力開発機構運営

協議会

h事業報告・事業計画について

【審議事項】

１．組織対策関係

１）連合長崎役員推薦委員会の設置および委員の

選出について

h役員推薦委員会委員の決定、委員会の設置、

今後の日程

２．国民運動対策関係

１）連合「北方領土返還要求2009平和行動in根

室」への参加要請について

h９月11日～14日、20名の参加要請

２）オバマ米国大統領の長崎訪問を要請する署名

活動への協力について

h組合員数分の署名活動の実施

３．政策制度対策関係

１）地域医療再生基金に関する要請書の提出につ

いて

h要請書の提出の確認

４．人事関係

１）平成21年度長崎県地方最低賃金審議会部門

部会委員について

h委員の決定

２）臨時書記採用について

h平和業務等への対応のため８月31日まで臨

時書記の採用決定

５．その他

１）連合長崎書記局の夏季休暇について

h８月11日～14日まで書記局夏季休暇ただし、

専従役員は対象外。

h夏季休業期間中の緊急連絡先

谷頭副事務局長 090-9582-4908

２）次回執行委員会の日程変更について

h第11回2009年９月２日（水）18：30～

h第12回2009年９月17日（木）13：30～

h会場は両回とも勤労福祉会館

６．当面の活動日程

第８回連合長崎フォトコンテスト締め切り迫る！（〆切り８月31日）

目
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す
は
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小泉・自公政権がこの10年間進めてきた政策で、私たちの暮らしがどのように変化したか。今一
度、検証し地域や、仲間と論議し、今回の選挙の重要性を再確認しよう！
今回は、この４点を検証してみよう。

５．雇用対策（非正規労働者対策）
６．食料自給率45％の達成（担い手・農漁村の再生）
７．PFIの活用（民間活力の導入）
８．教育改革（幼児・義務教育の向上）

⑤雇用は労働者派遣法制定により、パート・派遣・契約社員などの不安定労働者が全労働者の３割を
越える状況となり、雇用の調整便となってしまっている。
⑥食料の自給率は40％に届かず、農林漁業世帯は、生活ができず、担い手不足が顕著になっている。
⑦民間活力の導入によるコストダウンが叫ばれたが、病院などのPFI事業は撤退を余儀なくされるな
ど、地域公共サービスの低下が顕著になってきている。
⑧教育の荒廃が叫ばれて久しいが、不登校、自殺など生きる力の教育が低下している。生活苦により、
教育格差が顕著になっている。
二回つづけて、自公政権の主な公約を検証したが、誰が見ても自公政権が進めてきた政策で、暮ら

しが良くなったと感じる方はいないと感じる。もし、いるならばお金持ちの株主たちであろう。この
ように強いものがより強くなり、弱いものは更に打ちひしがれるこれまでの自公の政策であったとい
わざるを得ない。
まだまだ自公政権により、鞭打たれた方たちは数多くいる。介護・医療に携わる方、また受ける

方・高齢者・障害者・母子・寡婦の方たち、そして将来を奪われようとしている若者たち・女性たち、
金持ち優遇の市場万能主義に終止符を打たなければならない。
二回にわたり、主な自公政権の検証を行ったが、何一つ公約は果たされていないと結論付けざるを得
ない。このことを組合員に、また知人・友人にしっかり伝達し、支持を訴えよう！

これまでの自公政権の主な公約の検証（第二弾）

さあ、立ち上がろう！もう待ったなし！次はない！全組織の総力を結集せよ！
「政権交代」以外にわたしたちの生きるすべはない！

歴史に残る決戦まで1ヶ月！！
全組織は支持の拡大に全力を傾注せよ！
全産別は、組織の隅々まで「連合ならびに連合長崎の方針」を十分に浸透させ、連合・連合長崎が目指し、

労働者が目指す政策制度実現のためには、「政権交代」以外にないことを訴え、組織の結束を更に強固にし
よう。
その上で、もう一歩、支持の輪を拡大すべく全組織で総行動を展開しよう！
自殺者が11年連続３万人を超える社会（09年は上半期最悪のペース）、派遣労働者の解雇、ネットカフェ

難民、ワーキングプア、救急医療でのたらい回し事件、医師不足、老老介護での悲惨な事件など思い起こさ
なければならない。この現実を、この社会を容認し、市場万能主義を進めた自公政権に終止符を。鉄槌を下
さなければならない。
われわれが目指す「労働を中心とする福祉型社会」実現のため、全力を傾注し、「打倒！自公政権」を合

言葉に政権交代を成し遂げよう！


